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められ、できるだけカルフールで買い物をしないようにと、不買運動への協力を求められた。             




された銘版があったので、カメラに収めようとしたら門衛に制せられた。                          
・２階のロビーには３０人ほどのビザ申請者が大きな声で話していたが、抗議行動などにはまったく無関係
の様子だった。                                                           
４月２４日：中国上海市・カルフール中山公園店 



















































































・ その後、若干の混乱はあったが、ソウル市の聖火リレーは無事終わった。                                  























                                                                    
≪余談≫ 
１．チベット騒動についてコメントできず。 
３月中旬、ラサでチベット族の騒動が起こったとき、私は多くの人からいっせいにコメントを求められた。 
残念ながらそれらに即答することができなかった。確かに北京五輪はチベット族がその窮状を訴えるには
絶好の機会であった。これはかつての天安門事件のとき、学生たちがゴルバチョフ訪中時の効果を狙った
のと同じ手法である。だからこのタイミングについては理解できるし、結果として世界の耳目を集めたわけ
だから、それは大成功だったといえるだろう。 
しかしながら私は、チベットの状況については情報不足で判断できず、しかも実際の弾圧の現場を見た
わけではなかったので、真偽を断定することができなかった。１０年前にラサに行ったことがあるし、また昨
年わが社の社員がラサに入っており、ラサ市内の状況について報告を受けていたので、一般の人よりは情
報が多かったし、チベットの歴史についても若干の認識（下記）を持っていたが、これらの断片的な知識や
情報だけでは、軽はずみな発言はできなかった。 
かつて毛沢東率いる紅軍が長征のとき、チベット族やウィグル族と激しい戦闘を行った。他の少数民族の
地域は意外にすんなり通ることができたが、この地域だけは簡単ではなかった。たとえばウィグル族との戦
闘では紅軍女性部隊の２０００人が捕虜となり、奴隷として売り飛ばされてしまったという。チベット族との間
でも同様の激戦が展開されたという。したがってその怨念から、解放後中国政府は両族を徹底して制圧し
たと思われる。またチベット社会自体が、開放前は農奴社会であり決して望ましい社会ではなかったという
歴史を持っていた。だから中国が開放という名目で両族を制圧したことを、一方的に非難することは正しく
ないと思う。反面、５０年代末の急激な人民公社化がチベット族に大きな損害を与え、それがチベット動乱
につながり、さらなる弾圧を生んだという歴史も忘れてはならないだろう。 
２．瀘定橋視察断念。 
３／２１の読売新聞に瀘定橋の記事が載った。瀘定橋とは四川省の康定県にあり、長征のときの最大の
激戦地である。一般にその戦闘は大渡河作戦と呼ばれている。私は長征に興味を持っているので、かねて
からこの地にはぜひ行ってみたいと思っていたが、なかなかその機会がなく行けずじまいで終わっていた。
この日の読売新聞には、この瀘定橋周辺が、「紅軍が最初にチベット人社会を支配下に収めた革命の根拠
地」であると書いてあった。この記事を読んで、私はすぐにでも飛んで見に行きたいと思った。騒動以後、
チベットへの外国人旅行は禁止されていると聞いていたが、この地は四川省であり、ひょっとすると瀘定橋
へ行けるかもしれないと思い、だめもとで旅行社に依頼してみた。するとすぐに、日本人でも OK の返事が
あり、旅程表と値段の見積もりまで来た。 
私は大喜びですぐに申し込み、旅行の準備をしていた。ところが出発の４日前になって断りの連絡が入
った。外国人は旅行禁止だというのだ。始めから日本人だということを明記して申し込み了解をとっていた
ので、それには強く文句を言った。しかし旅行社の上司がわざわざわが社に来て、事情を説明し丁重に謝
罪したので、結局あきらめることにした。彼の言によれば、受付担当者ベースには外国人不可の通知はな
されておらず、上司の段階で不許可にするようなシステムになっているというのである。それでも私は再度、
かなり粘って頼んでみた。しかし彼も引き下がらなかったので、可能になったらすぐに連絡してもらうという
ことにして、瀘定橋行きをあきらめた。 
その後、せめて自分の行動範囲内で、このチベット騒動の関連事態の速報を発信しなければと思い直し、
まず上海滞在中にカルフールと仏領事館に行き、すぐに帰国し長野の聖火リレーを見て、その足でソウル
へと飛び、聖火リレーの追っかけをしてみることにした。 
３．踏み絵となった聖火リレー。 
この数年で、中国は「世界の工場」から「世界の市場」へ大きく変化した。中国は売り手から買い手へと大
きく変わったのである。俗に世間では、買い手のことを「お客様は神様である」と表現する。つまり中国は各
国にとって「神様」に変わったのである。これは世界における中国の地位を大きく変えた。 
仏のサルコジ大統領は、この変化を見抜くことができず、中国批判を展開したため中国全土で反仏騒動
が起き、仏資本の量販店：カルフールの不買運動が展開されたのである。中国人民の不買運動は見事に
成功し、中国全土の１１２店舗に及ぶカルフールの売り上げは半減したと思われる。カルフールはあわてて
五輪支持を打ち出したが、趨勢は変えられなかった。この反仏愛国不買運動には、携帯電話のショートメー
ルやインターネットが決定的な役割を果たした。若者たちの間で、「カルフールで買い物をしないように」と
いうショートメールが飛び交い、さらにそこには「メールを受け取った人は、ただちに２０人の友人に転送し
てください」というおまけもついていたという。これであっという間に不買運動が全国に行き渡ったようである。
加えてネット上では、カルフールの大株主であるルイヴィトンのアルノー会長が、ダライ・ラマに資金援助を
しているというガセネタまで流れた。カルフール側はそれを躍起になって打ち消したが、この状態が続くと
カルフールは経営不振に陥りかねないという事態に立ち至った。そこでとうとう仏上院議長が訪中し、関係
打開の道を探さねばならなくなったのである。 
おりしも日本のイトーヨーカドーは北京で１０店舗展開を発表したばかりだったし、北京で４／２２に開か
れたモーターショーでは、トヨタの社長が中国市場への売り込みのため熱弁をふるっていた。このように今
や日本の代表的企業も中国市場へ大きく進出しようとしているのである。このような時期に日本製品の不買
運動が起こったら深刻な被害が出る。反仏騒動とは比較にならないだろう。したがって日本も今後の巨大化
する中国市場を失うわけにはいかないので、「お客様」の中国に少々のことがあっても頭を下げざるを得な
い立場になっているのである。仏の失敗の先行体験は日本にとってよい教訓であった。日本の関係者はチ
ベット問題についての発言に慎重にならざるを得なかったし、日本での聖火リレーは是が非でも成功させ
なければならなかった。このような中で、４／２４、ビジネス関係者を中心にして、北京で「北京五輪・パラリ
ンピックを応援する中国在留日本人の会」が発足した。これは現在の日本人の中国におかれている立場を
よく代弁したものである。ちなみに同会の名誉顧問は宮本雄二大使である。 
私は今回の事件で、期せずして中国政府は大きな武器を手に入れたと思う。結果として世界各国の聖火
リレーへの対応が、中国を「お客様」として扱うかどうかの踏み絵となったからである。 
４．若者の暴発を警戒する中国政府。 
今回の聖火リレー騒動を、中国政府はできるだけ穏便に済まそうと考えた。中国政府は文革や天安門事
件のときのような若者の暴発を恐れたからである。４月２０日の人民日報は、「合法的で秩序ある愛国主義の
表現」を呼びかける署名論文を１面に掲げた。これは北京五輪の聖火リレーなどに抗議する反仏デモを、さ
らにエスカレートさせないよう冷静な対応を求めたものである（時事速報：４／２１）。このような主張は人民日
報紙上で３日間続けられた。それにもかかわらず、反欧米デモは中国各地で続き、武漢・西安・ハルピン・
大連・済南・北京・合肥・深圳などの１８都市以上に広がった。ネット上では、５／０１のメーデーに合わせて、
カルフールに抗議行動を展開しようという呼びかけも行われている。北京の外交筋によれば、中国当局は
暴徒化を懸念し、それらを懸命に抑えにかかっているもようだという。 
もし長野の聖火リレーで大規模な妨害行為が発生したら、その場に集まった留学生らが反発し、それが
中国国内の反日感情に火をつけることは確実であった。もしそうなれば中国国内で日本が仏に続く標的と
なり、２００５年の反日デモの数倍の規模の騒動が起きると予想された。さらにそれが中国政府への批判へ
と飛び火することも恐れられた。このような状況の中で、４／２４、中国外務省の姜報道局長は、長野で開か
れる聖火リレーについて、「日本側が積極的で有効な協力を提供し、順調に安全に行われると信じている」
と述べ（時事速報：４／２５）、日本の警備当局への期待を表明した。さらに崔天凱駐日大使は、聖火リレー
終了後、４／２６夜中国大使館で聖火を歓迎するレセプションを開催し、あいさつで聖火リレーが成功したと
強調し、これを追い風に胡国家主席の訪日と五輪を成功させようと呼びかけた（時事速報：４／２８）。ともか
くこれで、日本の聖火リレーでの妨害行為が原因となって、中国の若者が暴発する事態は避けられたわけ
であり、日中双方の政府がひとまず安堵する結果となった。 
現在、中国人留学生の心理状態は屈折したものとなっている。多くの中国人留学生にとって、日本での
留学生活は決して豊かなものではなく、日本人若者の優雅な生活を横目にアルバイトに精を出さなければ
ならないという日常生活を送っている。彼らは高度に発達した日本と現状の中国を比較して、個人としては
劣等感を持っている。それでも十数年前とは違い、中国の経済成長に自信を持ち始めており、やがては日
本を追い越すという自負も持っている。さらに現在の留学生はほとんど一人っ子であり、幼少期をわがまま
放題の小皇帝として育ったものが多い。その彼らが日本に来て劣等感にさいなまされ、その反動として心
底に、めざましい経済発展に裏打ちされた大国意識を持つようになってきているのである。 
今回、そのようにきわめて屈折した心理状況におかれている若者たちに、聖火リレーという形のガス抜き
の機会が与えられたわけであり、彼らがそこで暴発する可能性はきわめて高かったといえる。それでもひと
まずその危機は去った。  
５．チベット騒動は終結。 
北京五輪とチベット騒動は、中国政府や世界各国の思惑や予想を超えて進展していったが、それぞれ
の努力によって、ひとまず終結の方向に進んでいる。今後、紆余曲折は予想されるが、おそらく中国政府
はこれを乗り切るであろう。しかし中国経済には五輪・万博後不況とバブル崩壊の同時襲来という大問題が
控えている。これに今回のような民族紛争が重なった場合、中国政府は人民の暴発を統御できなくなる可
能性が大きい。 
今回、中国人若者の傍若無人な行動を、テレビなどで目にして苦々しく思った日本人が多かったと思う。 
しかし彼らのこのような行動がエスカレートすることはないだろう。なぜならバブル崩壊後、中国経済は奈落
の底に落ち込み、中国人は再び自信をなくし、若者は現実に目覚め正気に戻るからである。そこで大国主
義に裏打ちされた愛国運動は終焉する。そして他国に来て傍若無人に振舞う中国人若者の姿は消え、真
摯に学ぶ中国人留学生の姿に戻る。これはバブル崩壊経験者である日本人の体験でもある。 
 
